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コージプスキーの「一般意味論」の基礎は「同一」と

いうことはこの世のなかにありえない，というかんがえ

だといったらよいだろうか。一般意味論では，同ーをあ

らわすbe動詞“Isof identity"にひっかかるな，という

ことをたえずいっている。 “ldentity" とは“absolu~e

sameness in all respects"と定義される。

たとえば“GDMis good"というようなstatementが

あると，われわれが無自覚的におもうことを展開してみ

れば“AllGDM is good to all persons at all times" 

だろう。一般意味論では“aU"ということをいってはい

けないことになっている。 GDMはだれにでも良いかとい

えば，たとえば，あまりちいさい子どもにはよくない。

ある種の性格の教師と，ある種の性格の生徒にとっては

肌があわないかもしれないーそういう教授法と性格の

関係のようなことをGDM研究会で研究してほしい，とい

う声があったが， GDMでもってhappyにやっているGDM

研究会の人間にそういう研究をのぞむのはむりだ。だれ

か外のひとがやったらいいだろうが，そのとき現体制の

ワク外から公平に見ることができるかどうか疑問である。

GDMはいつも良いというわけにもいかないだろう一

入門期においては良いだろうが。すすんだ段階ではどう

だろう? GDM is good on an advanced levetである

として，そのようなものを“GDM"と呼べるだろうか?

どこまでがGDMなのだろうか? するとこんどはGDM.

はGDM2ではない -AさんのGDMはBさんのGDMで

はない。 A先生のGDMは生徒Cにとって良いが， B先生

のGDMは・...・H ・…-

GDMほど教条主義からとおいものはないとおもってい

たが，いかなるsystemも機械的になりドグマにおちいる

傾向は内在する。 Fool-proofcameraとかATSのような

絶対に失敗しない方法があれば，それによりかかりたい

とおもうのが人情だろう。教授法というものが，それに

したがっていれば，ぜったいまちがった英語におちいら

ずに毎日が無事にすごせるー GDMにその境地を見出し

たい，あるいは見出したとおもうひとがいるかもしれな
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いし，現在のGDMはまだまだその境地からほどとおいか

ら教師用書をもっとくわしくし， standardなworkをた

くさんっくり， flash cardsを印刷し，テキストも日本

の中学校で使えるように，それからaudio-visualalds 

を整備し， teaching materialsも，ここではコレとコレ

というふうにきめて，買ってそろえ， etc.， etc. とのぞ

む声はつねにある。

しかしfool-proofの写真機は，暗いところではシャッ

ターがおりないことで，みずからの限界をわきまえてい

るし， ATSはあまりにもみずからの限界を厳密に規定し

すぎるので，ふつうは運転手は o(fにしているとか。機

械はそれほど精密なものでもなければ，機械的というこ

とはそれほどらくちんなことでもない。LLというものは

目のまえにいる生徒があきらかにまちがった発音をして

いるのに，そいつとしゃべるのにスイッチをいれて電気

をとおしてしゃぺらなくてはならないーよべばきこえ

るひとに電話でしゃぺらなくてはならない，というよう

なもどかしさがある。ぼくの耳はけっして良い方だとは

おもわないが，ある日アカイのM8のテープレ手ーダー

でビート・シーガーの声が本物よりも低くきこえた。こ

れは回転数がくるっているのに違いないと業者をよんで

しらべさせたら 4/1000の誤差で， 5/1000の許容の範囲

内で，どうにもなおせません，ということだった。

大阪YMCAでは，まえに毎日，先生がその日にやらせ

るworkをリコピーで，その日につくっていたが，どうせ

やるにきまっているし，ひとりひとりばらばらでなくて，

おなじものをつくっておいたら，ということで work

sheetsをみんなであつまって考え印刷することになっ

たが，ひとりのときは気らくにかんがえられた問題が，

みんなで共通に使うとなると， content wordsはなにが

おしえであるか，人によってちがうし，自分の生徒だっ

たら，それまでのナレアイがあるから，問題のやり方は-

うるさく指示しなくてもわかるが，共通問題となると，

そういう先生と生徒の contextの共有にたよることがで

きず，紙の上だけで首尾一貫しなくてはならないので，

とてもむつかしいものだ。こういう作業をしてわかるこ



とは， GDMTOSABORIチGDMTOYONAKA ということ

であり閉じ土佐堀のなかで，おなじ学年をもっていても

稲垣さん，阿部さん，田村さん，みんなちがうというこ

とだ。

自動車の免許証の書きかえのときに交通法規の講習会

に出なくてはならないが，垂水警察署が1971年の秋にや

った会はとてもよかったーというのは，どこそこの曲

り角ではこういう事故がおこりやすい，とかいうはなし

はたいてい，そこを通ったことがあり，よ く知っている

場所だったり，問題意識をもっているところだからだ。

こういう ふう に地域と密着すれば， 交通法規が生きる。

教育も本来，地域的なものだ。それが標準テストのよう

なかたちが入って くると，足が地からはなれ，にせもの

になる。稲垣さん，岡部さん，田村さん， etc.のGDM

がみんなち がうという ことは，それぞれの先生の生徒と

のかかわりのっくり かたがちがうということだ。ちがう

personality のひとが，おなじかかわりのっくりかたを

したとしたら，そのほうが，にせものだ。

けっきょく，あまり機械にたよるとか，あまりにもき

ちんと組織的になっているものは，つねに変化している

現実に対して，対応しきれない。BS2のじゅうたん爆撃

よりも，手づくりの小まわりのき くゲリラのほうが勝つ

ようなところがあるみたいだ。

するとGDMは，それにたよっていればせeったいに罪を

おかさずにすむ免罪符ではなく，良い英語の先生になる

ための方法のひとつといったらよいだろうか。たぶん，

ひとりのひとが良い英語の先生になるためには， GDM以

外の方法も，同時に併用すること になるだろうーそれ

はOralApproachとかいって， GDMと同列にならぶよ

うなものではな くて， もっとことなった dimensionにお

けるー教育についてのかんがえとか .linguistics と

か， psycho-physical trainingとか，そういったものだ

入荷 し ま した。
Learning English Language 

。

ク

ク

Book nと Bookmの Workぬok

ろう 。

ところで， GDMが良い教授法であるためには，教師自

身が安心してよりかかつて mechanical になり得るよう

なものではな く，教師をmechanicalにさせにくいような

装置を内臓していなくてはならない。それはなにか?そ

それはGDMにおいては，どうしでも livesituationによ

る導入をしなくてはならないことにある。ここでは教師

はどうしでも自分自身をあらわさなくてはならない。そ

して生徒とかかわりをもたな くてはならない。この状況

はいつもちがうのだ。 r地図は現地ではない」予定どお

りにいかない。創造的とは，生徒の状態について自覚的

であることだ，と 『語学教育JNo. 297 -8 (1971)で

Douglas Stoutはいっている。生徒を知れば，機械的に

やることはできなくなる。

そして livesituationから sentenceをつ くるとき，

sentenceで切りとられたこと以外に，その現実のなかで

いかに多くのことが言いのこされているか，生徒は目の

まえに見ている。ことばに言いあらわされたものが，こ

の世界のすべてではない，むしろ言いあらわせないこと

のほうが多く，ことばをいくつかさねても現実をえがき

っくすことはできない。ーという一般意味論のおしえを

GDMでは毎時間，とくにとりたてて説明はしないが，体

験的に くりかえさせていることになる。

一般意味論は，意味についての理論というよりは，健

康な semanticreaction (s. r) を身につけさせるため

の教育の方法であり，いろいろな実験や demonstration

がかんがえられている。Verbalexplanationをあてにせ

ず， direct methodでせまろうとしでいる点， GDMもな

らい，おしえるところがあるとおもう 。なおコージプス

キーは抽象とか知覚のレベルということをよくいうが，

視聴覚教育のデールの「経験のレベ、ル」 というかんがえ

とかみあわせてみるのもおもしろいだろう 。

Book 1 460円

Book n 650円

Book 皿 650円

Book N 460円

650円

お申し込みは当社ヘ直接お願いします。

その他 BasicEnglish関係の図書も多数取揃えています。

株式会社スクール・ブック・サービス

東京都新宿区早稲田鶴巻町 442 T el. (202) 6 5 9 1 
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外言語，すなわち場面と結びついた言語と考えることが

できるし，計画的言語と叙述的言語を，場面の範囲をこ

えた言語，すなわち内言語と考えで，だいたい誤りでは

ないであろう。

以上で内言語の大要を述べたことになるが，ここで

rG DMを実践している者にとって，内言語とは何か」

という 問題が起ってくる。ヴィゴツキーや，ルリヤが対

象としているのは，子供における母国語の発達段階であ

る。この 2人の説は，抽象論ではなく，実験データに基

づくものであるから，はじめにも言ったように，子供が

母国語を学びとる経過を示すものとして，かなりの一般

性を持つものと思ってよいであろう 。 GDMても英語を教

える対象となっているのは，ほとんどが 7才以後である

から，日本語を内言語として発達せしめた後の日本人と

いうことになる。

ここで少し外言語と内言語との関係を，外国語を学ぶ

者のたちばから，考えて見ょう 。し っかりした外界との

結びつきによる外言語の発達がなければ，次に現われる

内言語のすなおな成長がないことは，少しでも意味論的

な考えに親んだ者にとっては，自明のことであろう。た

いへん大ざっぱな言い方を許してもらえば， GDMは既

に母国語において，内言語すなわち外界と切り離された

ところでの言語独自の世界一を持つ能力を持っている

者に，外言語の経験を盟盆但に与えることであると言え

るであろう 。この段階をていねいに，基礎語中の基礎語

を用いて体験させている GDMの価値をあらためで考え

る必要がありそうだ。母国語のぱあいはこの期間に，雑

多な言語材料を，自らの力で体験し象徴としての言語の，

もっとも言語らしい世界，目前の世界と相対的に独立し

たもうひとつの世界，すなわち内言語を損得し，これを

維持することができるようになるわけだ。

さてここで考えてみなければならないことは，外圏語

のぱあい内言語をどこまで成長させることができるかと

言うことと，外言語的学習から内言語的学習に，どのよ

うにして移って行けばよいかという問題であろう。ここ

では第 1の問題を考えているひまがないので，実際的な

第 2の問題に少し触れたいのだが，これも余白が少ない

ので，ただわたしの考えを仮説として提起するにとどめ

よう 。

E Pの 1がすんだら，どのようにして次の段階に進ん

だらよいかについて，まよっている人が多いようだけれ

ど， E P 1が終ったなら，次の段階 (すな わち，英語で

ひとりごとが言え，英語で考え，英語が書けるようにな

る内言語の段階)に移るとき，漸進的になめらかに進め

ようと苦慮しないで， E P 1で得た能力を十全に利用す

る態度さえたいせつにしていればそれでよく，ひとつの

丞望として，読み書きの段階に進むべきではないであろ

うか。直接に場面と結びつけようとしなくても， E P 1 

で得た知識と能力を媒体として，自信を持って進めばよ

いと思う。このようなことを GDMを実践もしていない

わたしがこれ以上言うのは，たいへんおこがましいので，

実践家である皆さんのお考えを是非おききしたいと考え

ている。

わたしが入谷敏男氏や，藤永保氏の書いたものを読ん

で，内言語(入谷氏は内言と言い藤永氏は内語と言って

いる)ということばに触れて，すぐに思い出したのは，

前にマルティの言語学を読んだとき，その中てイ吏つであ

る「内部言語形」ということばであった。マルティの説

はフンボルトの InnereSprachformを発展させたも と

とされているが，マルティはこれを比噛的内部言語形と

構造的内部言語形に分けて，いっそう糟級な考察を加え

ている。彼によると内部言語形というのは，音声として

表出される言語形以前の純粋に心理的な現象についての

分析であった。

入谷氏と藤永氏との言う内言語は，ソヴィエ卜のヴィ

ゴツキーの考えの紹介であるが，ヴィゴツキーは，これ

について， Thought and Languageとし汁著書の中で，

次のように定義している。“Innerspeech is not the 

interior aspect of external speech一一 itis a fun-

ction in itself. It still remains speech， i. e.， 

thought connected with words. But while in exter-

nal speech thought is embodied in words， in inner 

speech words die as they bring forth thought. 

Inner speech is to a large extent thinking in pure 

r可否anings.It is a dynamic， shifting， unstable thing， 

fluttering between word and thought， two more or 
less stable， more or less firmly delineated compo-

nents of verbal thought.・・…・グ これはむずかしい定

義であるが，要するに心の中での，語と思想、とのわたり

合い，その聞のからみ合~~，不安定なこともあるが，時

にははっきりした言語としで意識されることもあるよう

なもの，ということになりそうだ。これはマルティカヘ

ことばの形をとる前の心的作用として考えていた内部言

語形とは，やはりかなり違うものらしい。

ヴィゴツキーはまた，幼児の言語発達の段階で，外部

とのかかわりでのみ可能であった発語が，ある時期にな

ると，外界とのかかわりが次第に組になって，独りごと

(音声化されることも，されないこともある)を言うこ

とができるようになる。 これが即ち論理的思考を可能に

するのだというような意味のことを述べている。

それではこのような内言語がいつ頃から子供の心に形

成されるかというと 3才頃からはじまって 7才頃まで

に一応完成されるらしいと，彼はソヴィエトの子供たち

の言語発達の観察の結果を報じている。このことは日本

の子供についてもあまり違わないのではないかと思う。

ヴィゴツキーの考えを受けついで，同じくソヴィエト

のア・エル・ルリヤは，一卵双生児の言語と精神の発達

を詳細に観察している 。双生児が，お互いに非常に密着

した生活をしているときは，彼等の言語の発達は，著し

く阻害され，従って精神一般の発達もたいへんにおくれ

るが，一定期間の後 2人を引き離し，それぞれ違った状

況で生活させると，他の子供たちとの交流がし易い状態

に置かれた双生児の方が自立した言語を撞得するのがは

るかに早いことも明かとなった。ルリヤは内言語という

言い方はしてないが，子供の言語が行動密着言語から，

計画的言語，叙述的言語と発達するありさまを詳しく述

べている。このうち行動密着言語をヴィゴツキーの言う

勝
F 晶司

墨M D G と話
回一言ロ内

~ 

-3-



昨年の室先生のお話を要約しでみるとそれはrcontext 

を大切に」ということと Verbalismではいけないという

ことだったと思う 。例えば happyでな くても 1am 

happyといえるし， happyであるかどうかは，その時の

contextによるものだ。意味とい う「現象」は context

なしには起らないのであって，これを我々の考えに近づ

けると， SEN-SITが必要ということになる。もう一つ

は，コトパ=コトパという置き換えでは意味がないとい

うことで，現実をコトパで切り取っていくことが必要だ

とい うこ とですc 例えば nightingale =夜鳴きうぐいす，

でわか っとような気になっているが，実際はその鳥を見た

ことのない人には本当にわかったことにはならない。

Richardsの意味論からいえば，上のことは Symbol= 
Referentつまりコ卜パ=現実のように考えてしまっているこ

とになる。 Richardsの意味論はこれらが閉じではない

というところから出発している。これを一般意味論の立

場からいうと，“地図は現地ではない"ということになる。

鎌倉の地図を見ると，鎌倉という現地がわかったつもり

になっているが，本当は現地に来て見て，始めでこの落

ちついた雰囲気だとか， cultureのにおいのすることが

わかる。地図は現地のいろいろな要素をすてているわけ

である。

きで今日の本論である gradingについて三つのことを

考えてみよう 。 1.意味のひろがり 2.metaphor， 

3.意味のひろがりの質です。

まず意味のひろがりについていえば，この現象は英語

史でも指適されていて例えばbirdを歴史的に見ると，か

つては小鳥だけを意味していたが，いつのまにか鳥全般

を表わすようになった。dogは最も面白い例で，最初は

英国産の犬だけを dogと呼んで、いて，そのほかはドイツ

語の Hundで表わしていた。それがいつのまにか， Eng-

lish dogが犬全般を表わすようになり， Hundの英語形

のhoundが猟犬だけを表わすようになった。このように

dogの意味が特殊な犬から犬一般に広がる現象をexpan-

sion of meaningという。これが我々のgradingの基本

的な考えの中にある。 G.D. M.に例をとると，“トラン

プの may と我々はよくいいますが，“これは~かも知れ

ないmay"で“~しでもよい may"とどちらをさきに教え

るかということは意味のひろがりと関係がある。鎌倉グ

ループがつくった operatil)nsの意味のひろがりもこれ

で， makeは最初“作る"ことから教え，次に make-

white ， make -warm， ma.ke -go ωthe door. と

意味をひろげていく。ma.ke 作る，としてしまうと，

make -go -にあてはまらなくなる。我々が基本的に理

解しなければならないことは， makeの中心的意味は，

升川 潔

changeということで，このように中心的な意味から出

発して，意味を広げていき，生徒のコトパに対する柔軟性

をつけることが大切だ。この中心的意味を Richardsは

senseといい"G.D.M.はこの senseという考え方のまわ

りに，コトパか祖立てられている。意味の関連は一つの語

ばかりでなく，例えばgetとgiveの対立にも見られる。

A give -to B はBget -from Aであり， get した

あとの状態はhaveになる。put-take， go -come， 

be-seemも対立している。makeー letの対立を考える

と， ma.keはforceを加えて何かをさせる。letのsense

は勝手にやらせて置くということだ。文letは keep と

も対立する。押えて動けないようにしていれば.keepで，

放して行かせればletになる。 haveの導入は現実に手に

持っているものから始め， tableに置けば， 1 have it 

on the table，であり， 家の中にあれば 1 have it 

in my houseとなり，もっと抽象的にいえば 1 had 

a dogとなる。だんだん抽象化していけば 1 have an 

ideaになるが，これがGDMのgradingを構成している

要素の一つだ。

次に metaphorについていうと，“彼は猫だ"といえば

metaphorになる。我々は常に， metaphor能力を発揮し

て話している。 G.D. M.ではgradingに関して， 必ず

metaphorでないものから metaphorにひろげていくよう

に仕組まれている。例えばcraneというコトパはλろい

ろな性質を持っているが，その中の“形"だけをとり出

すと，起重機になる。鶴と起重機は形が似ているからだ。

一般的にいうと，ある語が全体として意味の可能性を持

っている中で，一部を特に強調すればrretaphorになる。

E.P.の中から考えてみると，人間のeyeから eyeの位

置と形だけをとり出して， the eye of the needleを教

える。themouth of the river， the arm of the seat 

the neck of the bottle， the back of the seat， 

the leg of the seat， etc. metaphorを自由に使える

ようにしておくことは，我々の頭の中を絵にしておくこ

とで，文字や spellingが頭の中にあると， しゃべりにく

くなる。西山 千氏によると，同時重訳をしているとき ー

には， 頭の中に入って来るコトパがみんな絵になり，

その絵をもう一つの言語でdescribeあるいはexplain

することだそうだ 。 子供は metaphor能力が非常に

発達している。G.D. M.はこの metaphor能力をフル

に発揮して，具体的なものから教え，だんだん抽象的な

ものを，具体的な動作に変えて，もしくは具体的にとら

えることによって，頭の中に絵を画かせようとしている。

これこそコトパの本質であって，全体を絵としてとらえ

その一部をどこまでひろげょうかと考えることができれ
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ぱgradingを修得したということになる。ある意味範囲

のどこをのばすかを考えるから，少ないコトパでも，ひ

ろく引き延ばすことができる 。atworkの atは位置を

表わすのがsenseてもworkという位置にいるわけでat

work=仕事中とおぼえないほうがよいし， gomg to 

makeはmakeというところに，いくのだということ，

going to rain は rainというところに，全体の状態がは

いっていくことだろうと思う 。senseをつかみ，それか

らひろげていく能力を身につけたときにG.D. M. の
gradingが理解されたことになるのではないだろうか。

最後に意味のひろがりの質についていえば， Richards 

のコトパを借りると，一般的で具体的なコトパから，特

殊で抽象的なコトパへ，ひろげていくということだ。例

えばthingとadd.itionを較べると， thingは何でも指せる

という意味では一般的です。そして指せるという意味に

おいては具体的です。 しかし additionは指せない。その

意味では抽象的で， しかも特殊なものです。G.D. M. 

では一般的なものを最初に教える。 hereはどこでも指

せるし，具体的です。そこから.on the tableになり，

抽象的に atworkのところまでいく。これは useful-

nessと関係がある。我々はよく frequencyでコトパを

使っているのではな く，そのコトパが有用であるから使

っているというが，それは一般的であるから useful な

ので，例をあげると， seatはsofa，bench， chair など

の代表として15位の「すわるもの」を指すことが出来る。

seatが一般的で具体的だからである。

以上の 3点を howということから考えると，例えば，

here， thereが最初に出て来て， on the tableというよ

うな具体的なものがあとに出て来るのは，宇宙のもろも

ろのものがhere，thereで全部切りとれるからだと思う 。

この全部の中から onthe table， in the glassのように

や‘待殊化して切りとる。しかし宇宙の現象を切りとれ

るということでは，全体が常に頭の中にある。 ところが

一般の教材に対する考え方は積み重ね方式であり，違い

は最初から全体を頭の中に入れて，こまかくしていく方

法とカワラを積み重ねていくような方怯で，私は前者の

方がよいと思う 。これを方法論と結びつけると， SEN 

-SITつまり sentenceとsituationを結びつけるというこ

と， contrastをつけるということです。これは Sense

をd.irectにとらえるには重要なテクニックだと思う。最

後にまとめていうと，頭の中に絵を作らせること，その

絵がふくらんでだんだん複雑化していくということ，こ

れが我々がねらっているコトパの本質でないだろうか。

(去る 4月15日 東京・鎌倉合同月例会での講演を箕田が要

約したものである。)

E 置彊置盟
1.東京支部

公開授業研究会は 6月3日 (土)新宿厚生年金会館で

行われる。

Basic English研究会では現在，プリン卜した問題

(operations) ，蜘妹の糸の Basic訳，ウルマンの

「言語と意味」の輪読をやっている。

2. 鎌倉グループ

昨年のoperationsのーその文型および意味の展開一

にひきつづいて現在， Things and Qualities の意味

の展開に取りくんでいる。今年の東京支部との合同例

会は 4月15日 (土)婦人子供会館で開かれ升川さんの

Lectureと阿部さんの Dernonstra tionを行なった。

3. 関 西支部

関西支部の事務局が大阪YMCAより，松蔭女子学院

大学英米文学研究室へ移った。

新住所は，神戸市垂水区多聞町火の蔵409，松蔭女子

学院大学英米文学研究室気付。

読書会では現在， underachieving school (John 

Holt)を読んでいる。関西支部の教育路線は当分続き

そうだ。

2月9日 (水) - 2月23日(土)に行われたセミナー

は，大阪北YMCA小学生科の teacher's training 

のためのプログラムで，片桐ユズルさんは ETP.P58 

以後のプラクティスを持たれ，中尾ハジメさんは，子

供達の心理上の問題について受け持った。みんなで話

し合っている聞に，すべては教師自身の問題に帰着す

るのだということになった。それぞれの先生にとって

は革命的とさえいえるような非常にいいセミナーだっ

。
た

4. 金 沢 支 部

2月13日-14日，金沢YMCAで， G. D. Mセミナー

が行なわれ，升川さんのDemonstration.そのあと，

discussionとつづいた。次の研究会は 5月27日(土)

2時-5時 (P.M.)。やること 1. rG D Mと言語活

動」升川潔さん 2. Demonstration (2つ 3.

discussionです。

5. 北九州，福岡，熊本 YMCA合同セミナー

吉沢さんが出席して 3月23日 (木)-25日 (土) 行

われた。

6. 呉セミナー

3月25日(土)-26日 (日) 片桐さんが出席して行わ

れた。
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Advanced Seminar '72報告

毎年みのり多いセミナーのーっとして，春休みを利用

した AdvancedSeminar '72は，今年も

野口英世記念館で

3月27日(月) - 3月29日(木)の3日間

朝 9時から午后 5時まで.25名が参加して行われた。

いわば，経験者の集まりなので，それぞれのおm:m-

strationsも見事で，文その批評も鋭いものが多かった。

今年度のSeminarの特徴は，

1) 日頃GDMを実践している人が

2) E P-1の難かしいと思う個所に自ら挑戦して，

3) 日頃の問題意識をぶつけあう

という ところにあ った。従ってお互いが先生になり，生

徒になりあう.ことによっで会は進行していった。そこに

は，オーソリティもなく，新人もない。自らを研修し合

う中にも Weare a familyという清涼感に似た満足と

なごやかさがあった。

午后，東京月例会と合問。

* passive (吉沢さん)

* present tense (東山さん)

* EP-2 (P. 79)の応用 (升川さん)

各 demonstr-a tionsの技術を細か く再現出来ないのが

残念だが，ある人は， reviewから導入→ practiceが実

に多彩でス ムーズであり，又ある人は， dem::mstration 

の中に問題提起をしたりした。ここでcommentsを若干

拾って見ると，

① SENーSITを明確にするには，はっきりとした，

contrastをつけることが大切である。そのためには，

その語の中心的意味を正確につかんでおく必要がある。

② function wordsや文型を presentする時には con-

tent wordsはふやさないこと。

③経験をへて来ると， SEN -SITを作るのに，こりす

/ 

Seminarは終始 demonstra tionとdiscussions のくり

返しという形をとったので，かなり強行軍だったが，い

いたいことは参加者全員がいい合った。

ぎる傾向がある。ごく普通のものを使って地味にやる ー

第 1日 (27日)

* goとcome(唐木田さん)

* one， another， the other (橘川さん)

* when (interrogative， conjunction) (小川さん)

* when (conjunction) (田村尚子さん)

* no (吉田さん)

* some (all， noと対照して) (岡田さん)

* keep (吉川さん)

* make. (村山さん)

第 2日 (28日)総武線の事故のあった目。遅刻多し。

* P. 160のあたり (特に大きな pointの少ないページ

をどう扱うかに重点があった) (小林久子さん)

* which (interrogativeとrelative)(田村美智子さん)

* same， different， sort 斉藤さん)

* /"， // ~稲垣さん)

* who， which (interrogativeとrelative)(費111さん)

* keepとlet (鈴木さん)

* Let me (稲田さん)

* seem 箕田さん)

* which (relative) (恨古谷さん)

* how much? how long ? (服部さん)

第3日 (29日)

* if (山田さん)

* may (抱井さん)

のがよい。

④生徒の発言を多くするには，教師が生徒の発言を出来

るだけひき出すようにしむけるのがいい。などなど。

Pratice makes perfect.でこれからも Seminarは，

出来るだけ実際に教えて見ることを主にしていくが

「ツカレタケレド，タメニナル」というのが終ったあ

との参加者の実感であったようだ。 (升川記)

セミナーこぼれ話

*春の Seminarは， GDMjargonが出来るので有名だが

文一つ rそれ目」というの 聞いた。 r雑誌などか

ら写真を切りとって授業用にとってお く場合，それ自

になって探すと結構いいのが見つかるものよ」という

吉沢さんの言葉がそれ。(カゲの声「そのつもりにな

って」ということですぞ。念の為)

*小高一夫さんのあとをついで、頑張っている千葉大附属

中の根古谷常雄さん，総武線の電車事故にもかかわら

ず，大急ぎでかけつけて， ballを二つもち次々といわ

せる。同じ文をいうと YourEnglish とくる。生徒

になりきって creativeな授業を受けさせてくれた。

*NHK学園高の饗川嘉孝さん， whichのdemonstra-

tionで奥さんの作った juiceをとりだしThisis the 

juice which my wife made. とやったので一同口

をあんぐり。

*箕田兵衛さんは，春のSeminarで女装をし，口紅まで

塗って seemto be prettyといわせたかったが， ど

う見ても彼は男性としか見えず，一同 No，you 

don't seem …… .ノ 中には涙を流してタノシンダ

人もいた (?)。
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ている。タノンマッセ。

*鈴木弘之さんは，羽水高校から福井工業高校に転任。

昨年はアメリカ，カナダ，ヨーロッパを研修旅行した

とのこと。今後の活躍が望まれます。

*高原備さんは，松蔭女子学院大学より同志社大学工学

部へ。

*高原菊江さんは，犬阪中央YMCA，小学生科アシス

タントに。

*田村美智子さんは，大阪中央YMCAより，堺YMC

Aへ。

*片桐ヨウコさん，午前8時から始まる語学研修センタ

ーのクラスのために，毎朝 5時半に起きている。この

ためぐっとスマートになったらしい。

*丹羽第章子さん，最近入会したばかり。金沢YMCA

で頑張っている。春休みには上京して GDMの資料を

集めたり，吉沢美穂さん宅を訪問した。

*中郷安j告さん，あちこちの speechclinicでひっぱり

だこ。最近は神戸YWCAの児童英語研究会の講師を

なさった。彼の GDM熱は年ごとに深まりつつありま

す。

*山田初裕さん，目黒九中でも GDMを始めた。前から

手がけている老人問題もいよいよ活動開始とのこと。

*天野武男さん， 8月よりアメリカに行く 。一人者の楽

しさを大いに味つで来るらしい。来年 6月に帰って来

るとのこと。

News ・にゅうず・ニューズ|

*小高一夫さんは，千葉大附属中から松蔭女子学院大学

講師となって関西ヘ行った。いわばトレード (?)だが

どこにいても彼は精力的に働らくだろう 。小高さんの

あとは，根古奇常雄さんが，がんばっている。

*その逆に岡本寿美さんが結婚して横浜に来る。各方面

から仕事でねらわれている。ドーゾヨロシク。

*このところ，あちこちの YMCAでGD M seminars 

が開かれている。吉沢美穂さんは 3月末，北九州・

熊本・福岡合同セミナーへ行った。 rみんな， GDM 

型になっているので感心しちゃったわ」と東京のセミ

ナーでハッパをかけられた。片桐ユズルさんは12月に

呉Y (広島)へ行った。相変らず彼の読書欲は旺盛で

progressive educationやら柳田国男やら一般意味論

やらでオイカケルのが大変ですねえ。 rにっこり笑っ

て人をキル (?) Jという升川潔さんも 1月に金沢Y，

4月始めに名古屋Yに行って，女性に圏まれ(?) ハ

リキッタらしい。市村邦ーさんは東京YWCAで4月

から GDMを始めた。

*教科書にケチばかりつけていないで，コチラ側に立っ

た自主教不十書を作って見ょうじゃないかとハリキッて

いるのは，市村邦ーさんを中心とする箕田，橘川，山

田，田村尚子，聾川さんらの一条校のめんめん。昨年

からあちこちでプロジェクトチーム方式が着々結実し
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Graded Direct Method 

Summer Semi nar のお知らせ

とき 1972年8月17日(木)-21日(月)

ところ:東山荘(静岡県御殿場市東山)

講師 :吉沢美穂 (1C U講師・英語教授法研究会代表)

東山 永 (GDM鎌倉グループ代表)

片桐ユズル (松蔭女子大学教授)

升川 潔(東京女子大学短大部助教授)

/大阪市立大助教授 ¥ 
中郷安浩(スピーチ・クリニック担当)

伊達民和 (スピーチ・クリニック担当)

小高一夫(松蔭女子大学講師)

内容 : Graded Direct陥 thodの理論と実際を，小学

5 . 6年生クラスで実習したり討論しながら習

得する。ほかにスピーチ・クリニック，レクリ

エーション，特別プログラム etc 。

資格 :英語教育に熱意のある人ならどなたでも。

女入 会案 内

費用 :受講料 8.000円(含 1972-73年会費)

+申込金 1.000円

宿泊料 9.000円 (4泊食事付)

計 18.000円，ほかにテキスト代

申込方法:申込金 1，000円を同封して 7月31日までに大

阪市西区土佐堀2丁目12 大阪YMCA英語学

校 GDMSeminar係まで申しこんでくださ，い。

Tel. (06) 441ー 0892

ただし定員50人に達ししだいしめきります。

同時に AdvancedGroupを平行して作ります。

詳細は会報をごらん下さい。

共催:英語教授法研究会

大阪YMCA英語教育研究所

1.御入会は，氏名，現住所，勤務先(電話)等を書き，年会費(毎年 9月~

翌年 8月迄) 1， 000円をそえ 当研究会事務局(東京都世田谷区豪徳寺

2ー 27-19 吉沢美穂方 Tel. (429-5929 )まで御申込下さい。

2.英語教育に熱意ある方ならどなたでも。

3.月例会，公開講演会，各種セミナ一等，諸活動の案内，出版物の案内，

英語教授法通信等をお送りします。
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